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Ⅰ 6 年 9 月 21 6 年 9 月 23 日

㊞

㊞

Ⅱ

年 年

㎡ 月 月

㎡ 年 年 点

Ⓐ

㋐

a b 

点

c d 

Ⓑ

点

点

点

点

点

点

S1 S2 S3 S4

Ⓒ ① ② ③ ④ ⑤

0.90三　種　地　盤 0.8 崖地（3ｍ以上） 0.8 一級積雪寒冷地域 0.8 海岸から5㎞以内 0.8 ＝

+ 1.0
0.90二　種　地　域 0.85 ＝

5

+ 0.9 + 1.0 + 0.8
傾 斜 地
崖地（3ｍ未満）

0.9 二級積雪寒冷地域

1.0 そ の 他 地 域 1.0 海岸から8㎞を超える 1.0
Ⓒ＝

0.9 海岸から8㎞以内 0.9 0.80

立
地
条
件

四　種　地　域 1.0 一　種　地　盤 1.0 平 坦 地

一　種　地　域 0.8

点

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 別 敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸 か ら の 距 離 評　　　価 評　　点

①＋②＋③＋④＋⑤

三　種　地　域 0.9 5 Ⓒ

二　種　地　盤 0.9

評　　　点

地 震 等 に よ る
被 災 歴 E

㋝

1.0 0.95 0.9 0.8 1.0 1.0

⑧ 被災歴なし
被災度区分軽微

被災度区分小破
補修工事済み

被災度区分中破
補修工事済み

被災度区分大破
補修工事済み

評　　価

点
面積    St

0 0

0.00 0.00

S＝0 1.0

S＝1 0.5

1/120≦φ

1 1 1 1/500＜φ＜1/120

評　　　点

火 災 に よ る
疲 弊 度 S

変    質 全    焼 半    焼 床面積 S0 S = St/S0

被災床面積 0 0 ㋜

評価後被災 St=S1+S2×0.75+S3×0.5+S4×0.25 = 0.00
0＜S＜1 直線補間

1.0

⑦
程　度

構 造 体 非構造材 非構造材
煙害程度

当該階の 被災率S
判　　別　　式

直線補間
1.00

0.5

50
φ≦1/500 1.0 ㋚ ㋛ (㋚×10)

省略

判　　別　　式 評　　　点
Ⓑ

φの
最大値

10.0 点
cm cm cm cm

不同沈下量　φ

桁行
方向X

張間
方向Y

桁行
方向X

張間
方向Y

桁行
方向X

張間
方向Y

⑥

階

相対沈下量　ε スパンL φ＝ε/L

張間
方向Y

点
Ⓑ=㋞×min(㋜,㋝)

cm cm cm cm 1/120≦θ

1 1 1/200＜θ＜1/120 直線補間
1.00 15.0

0.5

⑤

階

層間変位　δ 階高ｈ θ＝δ/ｈ
θの

最大値

判　　別　　式 評　　　点

架構剛性性能
θ

θ≦1/200 1.0 ㋘ ㋙ (㋘×15)

-
1

桁行
方向X

張間
方向Y

桁行
方向X

張間
方向Y

桁行
方向X

評　　　点

非構造部材等
の

危 険 度 W
CB間仕切り壁 照明の耐震対策なし

照明以外の耐震対策
なし

W= 0.50

㋖ ㋗ (㋖×30)

0.50

④ 危険な要因1（0.8） 危険な要因2（0.6） 危険な要因3（0.5）
危険
要因
無し
（1.0）

評価

15.0

㋞

鉄骨腐食度 F

㋔ ㋕（㋔×10）
50.0

主要構造材 1.0 0.5 0.0

③
部材区分

断面欠損を伴う腐食
無

断面欠損を伴う腐食
（10％以上の減厚）

断面を貫通する腐食 最低値　F

F= 0.50 0.50 5.0
非主要構造材 1.0 0.5 0.0

評　　　点

0

0.50

㋒ ㋓ (㋒×10)   ㋞=(㋑+㋓+㋕

0.50 5.0
　　  +㋗+㋙+㋛)

最低値　L 評　　　点

筋かいのたわみ L 有 0.5 なし 1.0 有 0.5 L=

評点合計

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 年 変 化 T 40 年   T=(40-t)/40 = 0 － 年    T=(30-t2)/40 =

① 経過年数 t 判別式(建築時からの経過年数) 経過年数 t2 判別式(長寿命化改良後の経過年数) 評　　　点

㋐ ㋑ (㋐×25)

0.00 0.0

② 桁行方向　　　有　　無 張間方向　　　有　　無 屋根面　　　有　　無

筋かい

--

張
間
方
向
Y

- - - -

1.0

-
柱

はり

平均

二重枠内の最小値

Ⓐ

二重枠内の最小値
100

Sα=min(c,1)

×min(d,1)両端

中央

 Ⓐ=㋐

柱

中央

α=50×
((min(Is,0.7)
+1.3) ×fα)平均

-

-

筋かい

構

造

耐

力

長期G+P 積雪時

許容応力 作用応力 作用応力 許容応力 作用応力 鉛直荷
重時

部材

鉛直荷重時
暴風時

応力比
f/σ≦1.0

暴風時
ｆ σ σ ｆ σ

-

桁
行
方
向
X

- - -
架構耐力
評価　α

階
方
向

Qu/ΣW F Ai Eoi Isi 評点合計1981年以前の場合 α評点

- -

はり
Bα=min(a,1)

×min(b,1)
fα=

min(Bα,Sα)両端

Ⓒ 立　地　条　件

延べ面積 経過
年数

40 年
経過
年数

－ 年 0.90
点988

補　修　年

988 11 －

－ － － －

S59 長寿命
化年月

－ 種　類 被　災　年 内　　容
調
査
建
物

屋内運動場 17 1

一階面積 建築
年月 4500

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積 建物の経過年数 被　　災　　歴 補　　修　　歴
50

点

予備
調査者

会社名 一級建築士登録番号 氏　名 Ⓐ×Ⓑ×Ⓒ

(株)日本技建 第230549号 佐藤 文彦 Ⓑ 健　　全　　度

氏　名 Ⓐ 構　造　耐　力
耐　力　度

主査 第311048号 伊井 崇史
100

点

調
査
学
校

北海道 別海町 中央中学校 5183
調査者

職　名 一級建築士登録番号

都道府県名 設 置 者 名 学　校　名 学校調査番号 調　査　期　間 令和

別 表 第
鉄骨造の建物の耐力度調査票

Ⅳ 学　校　種　別 Ⅴ 整 理 番 号

（表面） 中学校 1553

日 ～ 令和 Ⅲ　　結　　果　　点　　数

新耐震基準のため省略
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（裏面） 　学　校　名

方位

１．調査建物の各階の平面図、断面図を単線で図示し、筋かいの位置は、他の壁と区別できる
　ような太線とする。

　構造耐力は新耐震基準のため100点と優れている。
　健全度は、柱において断面欠損を伴う腐食や筋かいにたわみが確認
されたため、老朽化の進行が生じている建物と判断される。また、非構
造部材においても危険な因子が三項目に見られたため、人的災害が
生じる危険性のある建物と判断される。

２．寸法線と寸法（単位メートル）を記入する。

３．著しいさびについては、平面図、断面図に図示する。

４．余白に縮尺、建築年、延べ面積を記入する。

建築年 昭和59年11月

延べ面積 988㎡

中央中学校

調　査　者　の　意　見

N

ステージ

器具庫

放送

控室

屋内体育館

機械室

更衣

更衣

便所

便所

器具庫

玄関
渡
り
廊
下

風
除

5.00 6.00 6.00 6.00 6.00 6.00 7.00

42.00

1 2 3 4 5 6 7 8

5
.0
0

5
.0
0

5
.0
0

4.
00

5
.0
0

2
4.
00

4
.0
0 A

B

D

E

F

C

6
.0
0

6
.0
0

6
.
00

6
.0
0

1
3-
1

18

EX
P
.J

17
1
8

1階平面図 S=1/600

2階平面図 S=1/600

断面図 S=1/400

2
10 

24.00

2FL

GL
1FL

4
.
9
5

3
.
8
0

0
.
7
0

1
1.
8
5

2
.
40

吹抜吹抜 ROOF

ROOF

5.00 6.00 6.00 6.00 6.00 6.00 7.00

42.00

1 2 3 4 5 6 7 8

6
.0
0

6
.0
0

6.
00

6.
0
0

5
.0
0

5.
00

5.
00

4.
00

5.
0
0

24
.
00

4.
00

A

B

D

E

F

C

17
1
8

13
-1

1
8

E
XP
.J

壁ブレース

壁ブレースたわみ鉄骨腐食度(主要構造材)

屋根ブレースたわみ
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２．建物概要 



調査概要書 

 

建 物 名 称：別海中央中学校 17 棟 屋内運動場 

 

所  在  地：野付郡別海町別海緑町 116 番地 4 

 

竣工年月日：昭和 59 年 11 月 

      

構 造：鉄骨造（S 造） 

 

規 模：階 数  1 階 

規 模：軒 高  9.45m 

規 模：床面積  988 ㎡ 

 

調 査 項 目：構造耐力 架構耐力評価 

 

調 査 項 目：健 全 度 経年変化 

            筋かいたわみ 

            鉄骨腐食度 

            非構造部材等の危険度 

            架構剛性性能 

            不同沈下量 

            火災による疲弊度 

            地震等による被災歴 

 

被 災 の 状 況：無 

 

設 計 図 書 の 有 無：意 匠 図 ― 有 

設 計 図 書 の 有 無：構 造 図 ― 有 

設 計 図 書 の 有 無：構造計算書 ― 無 

外 力 条 件：地 震 地 域 係 数 ― 1 種地域 

外 力 条 件：地 盤 種 別 ― 2 種地盤 

                      敷 地 条 件 ― 平坦地 

外 力 条 件：積 雪 寒 冷 地 域 ― 1 級積雪寒冷地域 

外 力 条 件：海岸からの距離 ― 8 ㎞を超える 

 

地盤調査報告書の有無：有 
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ボーリング調査位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボーリング柱状図 

5-109



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真撮影位置図 
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写真 No. 4

調査項目

撮影場所

状況

写真 No. 5

調査項目

撮影場所

状況

写真 No.

調査項目

撮影場所

状況

耐力度調査

南面

全景

耐力度調査

西面

全景

18棟
全景
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写真 No. 1

調査項目

撮影場所

状況

写真 No. 2

調査項目

撮影場所

状況

写真 No. 3

調査項目

撮影場所

状況

耐力度調査

北面

全景

耐力度調査

北面

全景

耐力度調査

東面

全景
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３．構造耐力度測定 

 

 



○A  構造耐力 

当該建物は昭和 59 年 11 月建設の建物であり、新耐震基準の建物であるため、架構耐力評価α

は、満点とする。 
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４．健全度測定 
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1階平面図
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健全度の測定 
 

① 経年変化；Ｔ 

当該建物の耐力度測定時における建築時からの経過年数、または長寿命化改良事業を行っ

た時点からの経過年数に応じて経年変化Ｔを下式により計算する。 

 

長寿命化改良事業実施前 Ｔ ＝ 
40－t 

（Ｔがマイナスの場合は 0 とする） 
40 

長寿命化改良事業実施後 Ｔ ＝ 
30－t2 

（       〃      ） 
40 

 

ここで、  t；建築時からの経過年数 

t2；長寿命化改良事業実施後の経過年数 

 
建築後 40年以上経過した建物は経年変化をゼロとして評価する。 

また、長寿命化改良事業の実施後は、その後 30年以上の継続利用を想定して、30 年を経

過すると経年変化がゼロになるものとして評価する。 

 

当該建物は長寿命化改良事業実施前であるため、上段の式により計算する。 

建築年は昭和 59 年 11 月であることから、経過年数は 40 年である(1年に満たない端数有

り)。 

 

長寿命化改良事業実施前 Ｔ ＝ 
40－40 

＝ 
0 

40 40 

 
T は 0であるため、評点は 0 とする。 
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② 筋かいのたわみ；Ｌ 
軸組筋かい（桁行方向、張間方向）、屋根面筋かいの状態を調べ、たわみが見られた場合に

は評点に反映する。なお、筋かいに関してはたわみ量に関係なく、たわみが生じていること

自体に問題があるため、たわみの有無を目視で調査し、一見してたわみがある場合に評点の

対象とする。 

 

軸組筋かいや屋根面筋かいにたわみが見られない場合 L=1.0 

軸組筋かいや屋根面筋かいにたわみが見られる場合 L=0.5 

 
軸組筋かい及び屋根面筋かいにたわみが見られるため、評点は 0.5 とする。 

 
 

③ 鉄骨腐食度；Ｆ 

主要構造部材（柱、大梁、軸組筋かい、軒桁、柱脚）及び非主要構造部材（つなぎ梁、耐

風梁、間柱、母屋、小屋筋かい等）それぞれについて鉄骨の腐食状態を調べ、最も腐食が進

んだ部材により評価する。なお、診断結果に腐食の影響が反映されている場合には、評点の

減点は行わない。 

 

構造部材には断面欠損（減厚）を伴う腐食は発生していない F=1.0 

構造部材に断面欠損（10％以上の減厚）を伴う腐食が発生している F=0.5 

構造部材に断面を貫通する腐食が発生している F=0.0 

 

主要構造部材は、H鋼柱のウェブ面において断面欠損を伴う腐食(10％以上の減厚)が確認

されたため F=0.5、非主要構造部材は断面欠損(減厚)を伴う腐食は発生していない。 

以上のことから、最低値は F=0.5 であるため、評点は 0.5 とする。 
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④ 非構造部材等の危険度；Ｗ 

非構造部材や非構造部材の取り付け部、設備、二次部材（母屋・胴縁等）等の状態を調査

し、危険の要因が見つかった場合には評点に反映する。非構造部材、設備機器、二次部材や

それらの取り付け部における危険の要因は、 
 
1) 6ｍの高さもしくは水平投影面積 200 ㎡超に設置された単位面積質量 2㎏/㎡超の吊り天

井の耐震対策が行われていない。 

2) ラスモルタルや縦壁挿入筋構法の ALC パネルなど、変形追従性の乏しい壁が取り付けら

れている。 

3) 非構造部材の取り付け部が腐食している。 

4) 二次部材や二次部材の接合部に腐食や損傷が見られる。 

5) 硬化性シーリング材を用いたはめ殺しの窓ガラスが設置されている。 

6) 窓ガラスのサッシがスチールサッシである。 

7) 地震時に照明が落下する可能性がある（耐震対策が行われていない）。 

8) 地震時に設備（照明以外）が落下する可能性がある（耐震対策が行われていない）。 

9) コンクリートブロックの外壁や間仕切りが設置されている。 

 

が挙げられる。上記の他にも、地震時だけでなく通常使用時において破損・落下の危険性

が危惧される部位が存在する場合には、1 種類の項目ごとに危険の要因が一つあると数える。 

非構造部材、設備機器、二次部材等やそれらの取り付け部に危険の要因が確認された場合

の評点を以下に示す。 

 

危険の要因は見られない場合 W=1.0 

危険の要因が一つ存在する場合 W=0.8 

危険の要因が二つ存在する場合 W=0.6 

危険の要因が三つ以上存在する場合 W=0.5 

 
当該建築物は、「コンクリートブロックの間仕切り壁が使用されている」、「照明の耐震対策

が行われていない」、「照明以外の耐震対策が行われていない」の要因が確認された。 

よって、危険の要因が三つ存在したため、評点は 0.5 となる。 
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⑤ 架構剛性性能；θ 

当該建物は昭和 59 年 11 月建設の建物であり、新耐震基準の建物であるため、架構剛性性

能θは、満点とする。 

 

 

⑥ 不同沈下量；φ 

建物外観において不同沈下に起因する変状は確認されなかった。 

そのため、不同沈下量の測定は省略し満点(評点 1.0)とする。 

 

 

⑦ 火災による疲弊度：S 

判別式 Ｓ＝ 0･････････････1.0 

      0＜Ｓ＜1･･････････直線補間 

      Ｓ＝ 1･････････････0.5 

 

当該建物は、建築当初より火災による被疑を受けていないことからＳ＝0 とし、判別式よ

り評点は 1.0 となる。 

 
 

⑧ 地震等による被災歴：E 

当該建物は、建築当初より地震等による被災を受けていないことから評点は 1.0 とな

る。 
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５．記録写真 

 

 

 

 



1

写真番号 写真番号

桁行方向 桁行方向
たわみ有 測定用水糸設置部起点
測定長さ=3140mm,変形量=4mm 水糸との距離9mm

写真番号 写真番号

桁行方向 桁行方向
測定用水糸設置部終点 測定用水糸設置部中央
水糸との距離9mm 水糸との距離13mm

(変形量 13mm-9mm=4mm)

写真番号 写真番号

桁行方向
写真番号4詳細 5

余　白 余　白

3 4

筋かいのたわみ L

余　白 余　白

1 2

余　白 余　白

17棟　屋内運動場
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1

写真番号 写真番号

梁間方向 梁間方向
たわみ有 写真番号6詳細
測定長さ=2500mm,変形量=4mm

写真番号 写真番号

梁間方向 梁間方向
測定用水糸設置部起点 測定用水糸設置部終点
水糸との距離0mm 水糸との距離0mm

写真番号 写真番号

梁間方向 梁間方向
測定用水糸設置部中央 写真番号10詳細
水糸との距離4mm
(変形量 4mm)

10 11

余　白 余　白

8 9

筋かいのたわみ L

余　白 余　白

6 7

余　白 余　白

17棟　屋内運動場

5-120



1

写真番号 写真番号

主要構造部材(2F柱) 主要構造部材(2F柱)
断面欠損(10%以上の減厚)を伴う腐食が発生している 写真番号1詳細(1)

写真番号 写真番号

主要構造部材(2F柱) 主要構造部材(2F柱)
写真番号1詳細(2) 写真番号1詳細(3)

写真番号 写真番号

余　白 余　白

3 4

鉄骨腐食度 F

余　白 余　白

1 2

余　白 余　白

17棟　屋内運動場
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1

写真番号 写真番号

主要構造部材(柱脚) 主要構造部材(柱脚)
断面欠損(減厚)を伴う腐食は発生していない 写真番号5詳細(1)

写真番号 写真番号

主要構造部材(柱脚) 主要構造部材(柱脚)
写真番号5詳細(2) 補修完了

写真番号 写真番号

余　白 余　白

7 8

鉄骨腐食度 F

余　白 余　白

5 6

余　白 余　白

17棟　屋内運動場
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1

写真番号 写真番号

非主要構造部材(間柱) 非主要構造部材(間柱)
断面欠損(減厚)を伴う腐食は発生していない 写真番号9詳細

写真番号 写真番号

非主要構造部材(母屋) 非主要構造部材(母屋)
断面欠損(減厚)を伴う腐食は発生していない 写真番号11詳細

写真番号 写真番号

余　白 余　白

11 12

鉄骨腐食度 F

余　白 余　白

9 10

余　白 余　白

17棟　屋内運動場
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1

写真番号 写真番号

コンクリートブロックの外壁や間仕切りが設置されている 写真番号1詳細

写真番号 写真番号

地震時に照明が落下する可能性がある 写真番号3詳細(1)
(耐震対策が行われていない)

写真番号 写真番号

写真番号3詳細(2) 地震時に設備(照明以外)が落下する可能性がある
(耐震対策が行われていない)5 6

余　白 余　白

3 4

余　白 余　白

1 2

余　白 余　白

17棟　屋内運動場 非構造部材等の危険度 W
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1

写真番号 写真番号

写真番号6詳細(1) 写真番号6詳細(2)

写真番号 写真番号

写真番号6詳細(3) 写真番号6詳細(4)

写真番号 写真番号

余　白 余　白

9 10

余　白 余　白

7 8

余　白 余　白

17棟　屋内運動場 非構造部材等の危険度 W
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1

写真番号 写真番号

足場設置状況(1) 足場設置状況(2)

写真番号 写真番号

掘削状況 はつり状況

写真番号 写真番号

復旧完了

5

余　白 余　白

3 4

余　白 余　白

1 2

余　白 余　白

17棟　屋内運動場
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６．外力条件 

 

 



外力条件 
 

① 地震地域係数 
地域区分は建設省告示第 1793 号(最終改正：平成 19 年国土交通省告示第 597 号)

に基づき 1.0 となるため、地震地域係数は一種地域 0.8 とする。 

 

対応表 

①地震地域係数 
建設省告示1793号 

地方 数値(z) 

四種地域 1.0 (四) 0.7 

三種地域 0.9 (三) 0.8 

二種地域 0.85 (二) 0.9 

一種地域 0.8 (一) 1.0 

 
② 地盤種別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②地盤種別 

一種地盤 1.0 

二種地盤 0.9 

三種地盤 0.8 
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③ 敷地条件 
建物周辺は、平坦な土地であるため、平坦地 1.0 とする 

 

④ 積雪寒冷地域 
義務教育諸学校等の施設費の国庫負担法等に関する法律施行令第 7 条第 5 項によ

り全国を一級積雪寒冷地域、二級積雪寒冷地域、その他地域の 3 種の区分に分けて

いる。  
(a) 「一級積雪寒冷地域」とは、冬期平均気温零下 5 度以下又は積雪量 300 月センチメートル

以上の地域 

(b) 「二級積雪寒冷地域」とは、冬期平均気温零下 5 度から零度まで又は積雪量 100 月センチ

メートル以上 300 センチメートル未満の地域 

(c) 「その他地域」とは、一級または二級積雪寒冷地域のいずれにも該当しない地域 

 
当該地域は一級寒冷地域に該当する。  
 
 

④積雪寒冷地域 

その他の地域 1.0 

二級積雪寒冷地域 0.9 

一級積雪寒冷地域 0.8 
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⑤  海岸からの距離 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤海岸からの距離 

海岸から8kmを超える 1.0 

海岸から8km以内 0.9 

海岸から5km以内 0.8 

 
 

海岸からの距離  

≓11km

別海中央小学校 
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